平成１９年１２月１７日

当座勘定取引先　御中

日　本　銀　行

「日本銀行が行う現金の受払に関する細則（勘定店における

現金受払用）」等の一部改正について

　今般、貨幣事務の効率性向上の観点から、記念５００円貨幣（ニッケル黄銅貨・　　７.０g）について、銘柄別に整理することなく、日本銀行に持込むことができることとするため、「日本銀行が行う現金の受払に関する細則（勘定店における現金受払用）」（以下、「勘定店細則」といいます）および「日本銀行が行う損傷現金の引換えに関する取扱手続」（以下、「引換え手続」といいます）の一部を別紙１および別紙２のとおり改正し、平成２０年１月１５日から実施するとともに、別紙３の経過措置を講じることとしましたので、通知します。

　なお、改正後の勘定店細則および引換え手続は、実施日に、日本銀行ホームページの｢日本銀行関連サイト｣－「業務上の事務連絡」－「現金受払事務等関連」（http://www5.boj.or.jp/hakken/hakken.htm）に掲載します。

以　　上
別紙１
「日本銀行が行う現金の受払に関する細則（勘定店における現金受払用）」

中一部改正

○　２．（１）ロ．②および（５）イ．を横線のとおり改める。

２．現金の受入

（１）受入単位

ロ．貨幣

②　記念貨（注１）
　下表に示す定量を取り纏めた大袋単位とします。ただし、1,000円以上の記念貨については、定量未満であっても、下表の最低受入枚数以上の枚数を取り纏めた大袋単位での受入を行います。
	
	貨種
	素材・量目
	定量
	最低受入枚数

	(ｲ)
	　 

略（不変）

	∫
	

	(ﾇ)
	

	(ﾙ)
	500円
	銀・15.6g
	1,000枚
	――

	(ｦ)
	
	白銅・13.0g
	1,000枚
	――

	(ﾜ)
	
	ニッケル黄銅・7.0g（注２）
	2,000枚
	――

	(ｶ)
	
略（不変）

	(ﾖ)
	


（注１）略（不変）

（注２）500円（ニッケル黄銅・7.0g）の記念貨については、銘柄別に整理してください。
（５）受入手続

イ．取引先は、現金の受入に当たっては、午後３時までに、必要な人員および車両を勘定店に到達させるとともに、当座勘定入金帳および入金内訳（銀行券）、入金内訳（貨幣・通常貨）または入金内訳（貨幣・記念貨）を勘定店の所定の窓口に提出してください。

　入金内訳（銀行券）、入金内訳（貨幣・通常貨）または入金内訳（貨幣・記念貨）の記入に当たっては、以下の事項に留意してください。

・　

・　

・　　
・　　略（不変）

・　

・　

・　入金内訳（貨幣・記念貨）は、入金を希望する記念貨を貨種別素材・量目別に内訳を記入してください。なお、500円（ニッケル黄銅・7.0g）の記念貨については、銘柄別に内訳を記入してください。
○　書式第２号－３を横線のとおり改める。

入金内訳（貨幣・記念貨）

（日付）　　．　　．　あ　　　
	種類
	金額
	

	貨種
	素材・量目（銘柄）
	
	
	
	

	10万円
	
略（不変）
	（　　 枚）

	∫
	
	∫

	1,000円
	
	（　　 枚）

	500円
	銀・15.6g
	
	
	
	

	
	白銅・13.0g
	
	
	
	

	
	ﾆｯｹﾙ黄銅・7.0g（W）
	
	
	
	

	
	ﾆｯｹﾙ黄銅・7.0g（愛）
	
	
	
	

	
	ﾆｯｹﾙ黄銅・7.0g（南）
	
	
	
	

	100円
	略（不変）
	


○　別紙１の２．（３）を横線のとおり改める。

（３）表記の表示

（表記の概観図）

∫　略（不変）
・

・　　略（不変）
・
・

	
	通常貨・記念貨の別
	貨種
	素材・量目
	両端の色

	(ｲ)
	略（不変）

	∫
	

	(ﾁ)
	


・　

・　　略（不変）
・　

	
	通常貨・記念貨の別
	貨種
	素材・量目
	表示する事項

	(ｲ)
	
　　略（不変）

	∫
	

	(ﾙ)
	

	(ｦ)
	記念貨
	500円
	銀・15.6g
	 eq \o\ac(○,銀)

	(ﾜ)
	
	
	白銅・13.0g
	（白銅）

	(ｶ)
	
	
	ニッケル黄銅・7.0g

（ﾜｰﾙﾄﾞｶｯﾌﾟｻｯｶｰ大会記念）
	 eq \o\ac(○,ニ) 
 eq \o\ac(○,Ｗ)

	
	
	
	（2005年日本国際博覧会記念）
	 eq \o\ac(○,愛)

	
	
	
	（南極地域観測50周年記念）
	 eq \o\ac(○,南)

	(ﾖ)
	
	100円
	　

略（不変）

	(ﾀ)
	
	
	


（注）　略（不変）

以下略（不変）
別紙２

「日本銀行が行う損傷現金の引換えに関する取扱手続」中一部改正

○　５．（１）ロ．①を横線のとおり改める。

５．損傷現金の持込時の整理等

（１）損傷現金の持込時の整理

ロ．貨幣
① 貨幣は、500 円（ニッケル黄銅・7.0ｇ）については銘柄別に、それ以外のものについては貨種別素材別量目別に区分し、適宜の袋に入れ施封したうえ、その表面に貨種および額面価格による持込金額を表示してください。更に、貨種毎に袋に入れるか、または束ねることにより取り纏め、その適宜の箇所に額面価格により持込金額の合計を表示してください。
 別紙３

経　過　措　置

（大袋表記について）

○　平成２０年１月１４日以前に整理した記念５００円貨幣（ニッケル黄銅貨・　　７.０g）については、勘定店への入金に際し、大袋表記を補正する必要はありません。

（入金内訳の記入方法）

○　記念５００円貨幣（ニッケル黄銅貨・７.０g）の入金額については、新書式の調製が完了するまでの間、従来の書式の「５００円 ニッケル黄銅・７.０g(Ｗ)」欄にご記入ください。

以　　上



















（コード番号＜５桁＞・取引先名）





（顔写真登録番号）授受責任者には○を付す





合計金額


千円





受付番号




















